
公共施設の屋根を利用して太陽光発電設備・蓄電池を設置し、発電した電気で施設の電力を賄うとともに災害
等の停電時に電力を要求できる自然エネルギーの導入を図ることで、奄美大島における再生可能エネルギーの普
及と電力の安定供給に貢献し社会全体の持続可能な発展に寄与することを目的とする。

奄美大島における脱炭素社会の実現事業
奄美やねでんソーラー合同会社

事業の目的

事業概要
公共施設の屋根上に太陽光発電設備を設置し、建物周
辺スペースに蓄電池を設置する。
屋根上の太陽光発電設備にて発電した電気をPPAモデル
で本市に安価で売電する。
施設で使用しきれない電力については、蓄電池に充電
し、再瀬可能エネルギーを有効活用する。
【対象施設】
金久中学校体育館、アマホームPLAZA、海洋展示館
【契約期間】 20年間

＜市民サービスの向上＞
•電力コストを削減することで、浮いた予算を福祉・教育・防災などの他の市民サービスに再分配することができます。
•太陽光発電設備を設置した環境教育の場にすることで、エネルギー教育や環境学習の教材としても活用することができます。
＜施設の機能向上＞
•太陽光発電設備と蓄電池を設置することで、災害対応力の高いレジリエントな施設として機能向上が望めます。
•環境に配慮した運営をしている施設として、地域の模範となるとともに、市民にとっても誇れる公共施設となることができます。
＜地域経済の活性化＞
•設置工事やメンテナンスに地元の電気・建設業者を活用することで、地域雇用を創出することができます。
•電力の地産地消モデルを推進し、エネルギーの域外流出を抑制し、地域内経済循環を強化することが期待できます。

事業の効果



市の評価ポイント

以下の３つの視点を評価した。
○市民サービスの向上

「電力コストの削減により本市財政への寄与」
「エネルギー教育や環境学習の教材としての活用」
○施設の機能向上
「蓄電により災害対応力の高いレジリエント施設としての機能向上」
「環境に配慮した施設としての地域の模範」
○地域経済の活性化
「設置やメンテナンスに地元企業を活用することでの掲載活性化」
「エネルギーの域外流出を抑制し、地域内経済循環を強化」

また、提案者が持つノウハウや実績を活かせる体制の構築や提案者の財政状況
への評価も高く、実現可能性も高いと評価される。


